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第１回

第２回
「発信！ＡＫＡＳＡＫＩコレクション」

第３回
「いのちの繭玉体験記」

　窓から外を見ればそこは一面海。下を見ても
海。そのため『海に浮かぶ小学校』として知ら
れる旧赤崎小学校。旧赤崎小学校は昭和５１年
（１９７６年）に建設され、長い月日が経ったこ
とで耐震性・耐久性と児童数の減少の問題で平
成２２年３月３１日をもって廃校となりました。
　この学校は３６年間という永い間、たくさんの
生徒を見守り、また見送ってきました。

　校舎のさまざまなところに
ある丸窓。どうしてあのよう
な形になっているのか知っ

『海に浮かぶ小学校』旧赤崎小学校

アートな旧赤崎小学校

　住民参画型の美術プロジェクトはこれで４回
目となります。今回のこのプロジェクトのテー
マは『ＡＫＡＳＡＫＩ海想日誌』。旧赤崎小学
校というアートな建物で、よりアートな活動を
やってみたいという思いから実現しました。

テーマ『ＡＫＡＳＡＫＩ海想日誌』

ていますか？実は、あれは客船をイメージして造
られたものだそうです。学び舎に取り入れられた
このユニークな発想。まさにアートな建物。
　この旧赤崎小学校をもっとアート溢れる建物に
しようとプロジェクトを始めました。その名も『Ａ
ＫＡＳＡＫＩ海想日誌』。ここから今回のワークショッ
プが始まりました。

　参加者が赤崎小に対する気持ちや、それぞれが思
い描くこの地域の将来を紙粘土で表現し、弁天島を
臨む丸窓に張り付けました。

　不織布にペイントしたり、切り貼りしたりして自
由に洋服を作成。校舎横の海岸でファッションショー
を開催しました。

　不織布を蚕が吐き出す糸に見立てて教室いっぱい
に大きな繭玉を作成。ほかにも本物の蚕の糸を巻き
取ってみたり、蚕にフェルトなどを張り付けてオリ
ジナルのキーホルダーを制作しました。
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第４回
「アートdeマルシェ」

第５回
「レッツ！スケッチ！キモチのカタチ！」

関連
「アート・ピクニック」

　５月から１０月まで毎月１回行われたＡＫＡＳＡ
ＫＩ海想日誌には毎回約３０人の子どもや大人が
参加しました。卒業生や赤崎地区の人をはじめ、
町内外から多くの人が参加して、みんなでひと
つのことをやり遂げることの楽しさを実感して
もらえたことと思います。

これこそ住民参加型の醍醐味

　今回のプロジェクトを行うにあたり、さま
ざまな企画立案を持ちかけたのがＡＫＡＳＡ
ＫＩ海想日誌実行委員会。旧赤崎小学校卒業
生の宮嶋弘行さん（実行委員長）をはじめと
する総勢６人の実行委員が中心になって行わ
れました。企画段階で地域と意見の食い違い
もあり、大変な苦労もあったそうです。しかし、
旧赤崎小学校をもっと盛り上げたいという強
い思いがこの企画を成功へと導きました。

　特設マルシェ（市場）で和紙やビーズなどさまざま
な素材を使ってそれぞれ作品を作り、みんなの作品を
組み合わせてオリジナルの物語を作り上げました。

　大きな画用紙に自分の気持ちを表現した等身大の形を
描き、さまざまな描き方でペイントし、最後に全ての作
品をつなぎ合わせて一つの大きな作品を制作しました。

　海岸で虹色にペイントされた石で水切りをして楽
しんだり、赤崎小に戻ってからは、校舎に展示して
あるこれまでのワークショップで制作してきた作品
の鑑賞会を行いました。最後に、繭玉の中に全員入り、
そこから新しい命が生まれるという意味を込めて１
人ずつ勢いよく飛び出しました。

　この企画を振り返り、実
行委員長の宮嶋さんは「こ
の企画を行ったことで町
内だけでなく、さまざまな
地域の人に赤崎のことを
知ってもらえたことと思い
ます。何も行動を起こさな
ければ、その地域や人の
ことは誰にも気付いても
らえません。まずは行動し
てみることが大切だと感じ
ました。また、この住民参
画型プロジェクトを行ったことで住民と行政との
距離も縮まったように思います。今後さまざま
な企画を行うことで、住民と行政との距離が縮
まればと思っています。」と語っておられました。
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決
算
の
報
告

平成２２年度
　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算

が
９
月
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
歳
入
総
額
38
億
２
３
２
４
万
円
に

対
し
、
歳
出
総
額
は
36
億
59
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
総
額
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
は

７
億
３
６
２
１
万
円
、
歳
出
は
７
億
４
５
４
２
万
円
そ

れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し
た
。

会　　　　　　　　計 区　分 決算額 対前年比

一　　般　　会　　計 歳　入 38億 2,324 万円 23.8%
歳　出 36億 59万円 26.1%

特　　別　　会　　計 歳　入 17億 7,262 万円 1.8%
歳　出 15億 3,932 万円 △ 3.6%

国民健康保険事業 歳　入 10億 2,134 万円 4.1%
歳　出 8億 5,835 万円 △ 2.0%

老 人 保 健 事 業 歳　入 490万円 △ 87.1%
歳　出 490万円 △ 85.9%

後期高齢者医療事業 歳　入 7,663 万円 4.4%
歳　出 7,538 万円 5.6%

簡 易 水 道 事 業 歳　入 8,440 万円 △ 2.0%
歳　出 7,934 万円 2.9%

介 護 保 険 事 業 歳　入 5億 1,774 万円 △ 3.6%
歳　出 4億 9,907 万円 △ 4.7%

恒 久 対 策 事 業 歳　入 5,597 万円 215.9%
歳　出 2,222 万円 77.8%

宅 地 造 成 事 業 歳　入 1,165 万円 52.9%
歳　出 6万円 △ 94.3%

合　　　　　　　　計 歳　入 55億 9,586 万円 15.9%
歳　出 51億 3,991 万円 15.5%

自主財源
17.9%

依
存

財
源
82.
1%

国庫支出金（26.8％）
10億 2,439万円

地方交付税（41.6％）
15億 9,036万円

38億2,324万円

一般会計
歳入決算総額
（目的別）

各種交付金（1.5％）
5,679万円

町債（4.6％）
1億7,686万円

諸収入（1.3％）
4,918万円

地方譲与税（0.9％）
3,314万円

県支出金（5.4％）
2億 755万円

その他（6.9％）
2億6,415万円

使用料・手数料（1.5％）
5,627万円

分担金・負担金（1.0％）
3,914万円

町税（8.5％）
3億2,542万円

財政事情の公表

　

歳
入
は
地
方
交
付
税

が
41
・
６
％
を
占
め

て
お
り
、
国
庫
支
出

金
、
県
支
出
金
、
町
債

な
ど
の
依
存
財
源
が
歳

入
全
体
の
82
・
１
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
町
税

は
８
・
５
％
と
な
っ
て
お

り
、
町
税
を
含
む
自
主

財
源
は
17
・
９
％
と
前

年
度
に
引
き
続
き
厳
し

い
状
況
で
す
。

歳　
入

※町税には、法人（企業）の税負担も含まれています。

住民一人当り税等負担額

町 税 人　 口
5,286 人 61,562 円

国 民 健 康
保 険 税

被保険者数
1,682 人 61,592 円

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

被保険者数
1,103 人 36,067 円

介 護 保 険 料 被保険者数
1,811 人 41,818 円

水 道 料 給水人口
3,722 人 15,662 円

公　有　財　産　現　在　高
土 地 4,555,269 ㎡
建 物 39,124 ㎡
出 資 金 1億 2,543 万円
自 動 車 42台
彫 刻 17体
有 価 証 券 15万円
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歳　
出

　

目
的
別
で
は
教
育
費
、

民
生
費
、
総
務
費
、
公
債

費
の
順
と
な
っ
て
お
り
、

性
質
別
で
は
普
通
建
設
事

業
費
、
人
件
費
、
扶
助
費

の
順
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
普
通
建
設
事

業
費
の
内
容
は
主
に
経
済

対
策
事
業
と
し
て
津
奈
木

中
学
校
体
育
館
改
築
工
事

や
津
奈
木
小
・
中
学
校
大

規
模
改
修
工
事
、
さ
く
ら

団
地
建
設
工
事
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

36億59万円

一般会計
歳出決算総額
（目的別）

農林水産業費（8.8％）
3億 1,796万円

議会費（1.7％）
6,241万円

総務費（19.4％）
6億 9,709万円

民生費（20.7％）
7億 4,663万円

衛生費（6.7％）
2億4,171万円

商工費（1.5％）
5,512万円

教育費（24.6％）
8億 8,615万円

消防費（2.7％）
9,545万円

土木費（4.8％）
1億 7,133万円

公債費（9.0％）
3億2,337万円

その他（0.1％）
339万円

人件費（17.8％）
6億 4,039万円

扶助費（9.2％）
3億 3,059万円

公債費（9.0％）
3億 2,438万円

普通建設事業費
（31.9％）
11億4,954万円

物件費（9.1％）
3億 2,780万円

補助費等（8.5％）
3億 435万円

積立金（5.3％）
1億 9,158万円

繰出金（8.3％）
2億 9,884万円

性 質 別

維持補修費
（0.8％）
2,974万円

災害復旧事業費
（0.1％）
339万円

財政事情の公表

地　　方　　債　　残　　高
一 般 会 計 26億 8,672 万円
町の事業によるもの 14億 7,085 万円
国の制度によるもの 12億 1,587 万円
特 別 会 計 6,161 万円
簡易水道事業 6,161 万円
合 計 27億 4,833 万円

基　　金　　現　　在　　高
一 般 会 計 19億 6,679 万円
特 別 会 計 11億 7,154 万円
国民健康保険診療費支払基金 3億 8,266 万円
簡 易 水 道 基 金 5,042 万円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 1億 1,335 万円
介護従事者処遇改善特例基金 125万円
恒久対策事業維持管理基金 3億 1,313 万円
恒 久 対 策 事 業 運 営 基 金 3億 1,073 万円
合  計 31億 3,833 万円

　

平
成
22
年
度
末
の
一
般

会
計
基
金
残
高
は
19
億
６

６
７
９
万
円
で
、
町
民
一

人
当
た
り
37
万
２
千
円
の

貯
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
地
方

債
残
高
は
26
億
８
６
７
２

万
円
で
町
民
一
人
当
た
り

50
万
円
の
借
金
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
地
方
債
に
は
町
の

事
業
（
道
路
、
公
営
住
宅
、

学
校
な
ど
の
整
備
）
の
た

め
借
り
入
れ
る
も
の
と
、

国
の
制
度
（
交
付
税
や
国

庫
補
助
金
の
振
替
え
）
に

よ
る
も
の
が
あ
り
、
町
の

事
業
に
よ
る
も
の
は
30
〜

１
０
０
％
、
国
の
制
度
に

よ
る
も
の
は
全
額
が
後
年

度
の
交
付
税
に
よ
り
補
て

ん
さ
れ
ま
す
。

基
金
・
地
方
債
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上
半
期
予
算
執
行
状
況

平成２３年度
財政事情の公表

歳　
入

会 計 当初予算額 補　正　後
現計予算額

一 般 会 計 27億7,800万円 31億6,360万円
特 別 会 計 17億7,450万円 18億7,592万円
国 民 健 康 保 険 事 業 9億3,700万円 10億1,190万円
後期高齢者医療事業 7,350万円 7,382万円
簡 易 水 道 事 業 6,500万円 7,100万円
介 護 保 険 事 業 6億2,400万円 6億4,160万円
恒 久 対 策 事 業 2,500万円 2,760万円
宅 地 造 成 事 業 5,000万円 5,000万円
合 計 45億5,250万円 50億3,952万円

町債（5.5％）
1億7,268万円

地方譲与税（1.2％）
3,900万円

分担金・負担金
（1.1％）
3,509万円

町税（9.6％）
3億244万円

地方譲与税（1.2％）

3,509万円

自主財源
19.3%

依
存

財
源
80.
7%

31億6,360万円

一般会計
歳入予算総額
（目的別）

県支出金
（11.6％）
3億6,611万円

地方交付税
（47.0％）
14億 8,644万円

国庫支出金
（11.0％）
3億4,749万円

その他（6.9％）
2億 1,673万円

使用料・手数料
（1.7％）
5,407万円

諸収入（2.9％）
9,486万円

各種交付金（1.5％）
4,870万円

　

平
成
23
年
度
上
半
期
（
平
成

23
年
９
月
30
日
現
在
）
の
一
般

会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
予
算

の
状
況
並
び
に
一
般
会
計
予
算

の
執
行
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
予

算
及
び
特
別
会
計
予
算
の
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

0 300000 600000 90000012000001500000

町税

分担金・負担金

使用料・手数料

その他

地方交付税

国庫支出金

県支出金

地方譲与税

各種交付金

町債

諸収入

3億244万円
1億6,962万円

（56.1％）

3,509万円
1,604万円

（45.7％）

5,407万円
2,788万円

（51.6％）

2億1,673万円
7,394万円

（34.1％）

14億8,644万円
11億1,726万円 （75.2％）

3億4,749万円
7,126万円

（20.6％）

3億6,611万円
1,263万円

（3.4％）

3,900万円
915万円

（23.5％）

4,870万円
3,415万円

（70.1％）

1億7,268万円
0万円

（0.0％）

9,486万円
678万円

（7.1％）

■現計予算額
■収入済額
（）内は執行率

　

歳
入
で
は
地
方
交
付
税
47
・

０
％
、
国
庫 

・
県
支
出
金
は
合
わ

せ
て
22
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、

歳
入
の
ほ
と
ん
ど
を
依
存
財
源

（
80
・
７
％
）
に
頼
っ
て
い
る
状

況
で
、
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
は

わ
ず
か
19
・
６
％
と
国
や
県
か
ら

の
収
入
に
よ
り
大
き
く
左
右
さ
れ

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
収
納
状
況
は
予
算
総
額

31
億
６
３
６
０
万
円
に
対
し
収
入

済
額
15
億
３
９
０
６
万
円
と
収
納

率
48
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
に
、
地
方
交
付
税
が
予
算
額

14
億
８
６
４
４
万
円
に
対
し
て

11
億
１
７
２
６
万
円
と
収
納
率

75
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
国
庫
・
県
支
出
金
や
町
債

に
つ
い
て
は
、
事
業
完
了
後
の
年

度
末
に
収
納
さ
れ
る
予
定
で
す
。

歳入予算執行状況【収納率48.6％】
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財政事情の公表

■
地
方
交
付
税

　

国
税
の
う
ち
所
得
税
、
法
人
税
、

酒
税
な
ど
を
一
定
の
割
合
で
町
の
財

政
需
要
に
応
じ
て
国
が
交
付
す
る
お

金
。

■
国
庫
・
県
支
出
金

　

町
が
行
う
事
業
に
対
し
て
国
や
県

か
ら
支
払
わ
れ
る
お
金
。

■
町
債
（
地
方
債
）

　

町
が
事
業
を
行
う
た
め
に
国
や

県
、
金
融
機
構
か
ら
借
り
る
お
金
。

■
依
存
財
源

　

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
。

地
方
交
付
税
、
国
庫
・
県
支
出
金
、

地
方
債
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

■
自
主
財
源

　

町
が
自
主
的
に
収
入
し
う
る
財

源
。
地
方
税
、
使
用
料
・
手
数
料
、

繰
入
金
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

■
公
債
費

　

町
が
借
り
た
お
金
の
元
利
償
還
金

お
よ
び
一
時
借
入
金
利
子
の
合
計

額
。

■
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
学
校
や
公
用

施
設
の
新
増
設
な
ど
の
建
設
事
業
に

要
す
る
経
費
。

財
政
用
語
解
説

歳　
出

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

その他

8,755万円
4,726万円

（54.0％）

6億2,317万円
2億5,254万円（40.5％）

9億1,797万円
3億2,259万円

（35.1％）

2億7,674万円
1億4,590万円

（52.7％）

2億2,570万円
1億2,373万円

（54.8％）

4,335万円
3,273万円

（75.5％）

2億1,605万円
2,715万円

（12.6％）

1億1,342万円
6,818万円 （60.1％）

2億9,678万円
1億6,660万円

（56.1％）

4,231万円
260万円

（6.1％）

3億1,855万円
1億6,334万円

（51.3％）

200万円
0万円

（0％）

農林水産業費（7.1％）
2億 2,570万円

議会費（2.8％）
8,755万円

総務費（19.7％）
6億 2,317万円

民生費（29.0％）
9億 1,797万円

衛生費（8.7％）
2億7,674万円

商工費（1.3％）
4,231万円

教育費（9.4％）
2億 9,678万円

消防費（3.6％）
1億1,342万円

土木費（6.8％）
2億 1,605万円

公債費（10.1％）
3億 1,855万円

その他（1.5％）
4,536万円

2億7,674万円2億7,674万円

31億6,360万円

一般会計
歳出予算総額
（目的別）

歳出予算執行状況【執行率42. ８％】

■現計予算額
■執行済額
（）内は執行率

　

歳
出
予
算
は
民
生
費
（
29
・

０
％
）、
総
務
費
（
19
・
７
％
）、

公
債
費
（
10
・
１
％
）
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。
民
生
費
の
内
容
は

主
に
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
建
設
に
伴
う
補
助
金
、
保
育
園

運
営
費
、
国
民
健
康
保
険
事
業
や

介
護
保
険
事
業
へ
の
繰
出
し
の
ほ

か
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
へ
の

拠
出
金
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
執
行
状
況
は
予
算
総
額

31
億
６
３
６
０
万
円
に
対
し
執
行

済
額
13
億
５
２
６
１
万
円
と
執
行

率
42
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
に
、
商
工
費
が
予
算
額

４
３
３
５
万
円
に
対
し
て
執
行
済

額
３
２
７
３
万
円
と
執
行
率
75
・

５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

さ
く
ら
団
地
建
設
事
業
、
福
浜
漁

港
改
良
事
業
、
新
川
中
尾
線
改
良

工
事
な
ど
の
各
種
事
業
が
執
行
さ

れ
る
予
定
で
す
。
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10
月
９
日
（
日
）、
町
民
体
育
祭

陸
上
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
全
21
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

各
種
目
に
お
い
て
熱
い
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
64
回
目
と
な
る

今
年
の
陸
上
競
技
大
会
を
制
し
た
の

は
上
下
門
チ
ー
ム
。
上
下
門
チ
ー
ム

は
な
ん
と
32
年
ぶ
り
の
優
勝
だ
そ
う

で
す
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
、

野
球
、
競
舟
を
含
む
平
成
23
年
度
町

民
体
育
祭
年
間
総
合
成
績
で
は
、
倉

谷
チ
ー
ム
が
優
勝
を
獲
得
し
、
次
に

大
泊
、中
尾
チ
ー
ム
と
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
優
勝
を
逃
し
た
チ
ー
ム
で
も

躍
進
の
部
に
お
い
て
桜
戸
チ
ー
ム
が

前
年
度
13
位
か
ら
今
年
度
４
位
へ
の

大
躍
進
で
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

▽
長
濱
弘
晃
さ
ん
（
代
理
）（
右
上
）:

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
熊
本
県
代
表
出
場
。
▽

田
口
伸
二
さ
ん
（
中
央
上
）:

第
66
回

熊
本
県
民
体
育
祭
陸
上
競
技
男
子
50
歳

代
１
５
０
０
㍍
優
勝
。
▽
山
口
智
也
さ
ん

（
左
上
）:

第
66
回
熊
本
県
民
体
育
祭

水
泳
競
技
男
子
25
歳
以
上
50
㍍
平
泳
ぎ

優
勝
。
▽
福
田
英
さ
ん
（
右
下
）:

第

27
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

小
学
５
年
生
１
０
０
㍍
熊
本
県
代
表
出

場
。
▽
津
奈
木
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
（
左
下
４
人
）:

第
26
回
全
九

州
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
優
勝
大

会
２
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準
優
勝
。

町内優秀選手紹介 ～スポーツ功労者表彰～

町
民
体
育
祭　

秋
の
陣

陸
上
競
技
上
下
門
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

 

32
年
ぶ
り
の
優
勝
!!

▲

ゴ
ー
ル
直
前
で
ま
さ
か
の
…

▲

協
力
し
て
ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
！

▲慣れない輪回しに四苦八苦

ま ち の わ だ い

陸上競技の部
1 位 上下門
2位 平国下
3位 倉　谷

年間総合
1 位 倉　谷
2位 大　泊
3位 中　尾

躍進の部
1 位 桜　戸
2位 大　泊
3位 丸　岡



ま ち の わ だ い

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

女
子
優
勝
！
男
子
準
優
勝
！

　
　

 
男
女
と
も
に
県
大
会
出
場
へ
!!

　

10
月
20
日
（
木
）、
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
周
辺
に
て
芦
北
水
俣
郡
市
中
学

校
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

津
奈
木
を
含
む
９
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
行
わ
れ
、
結
果
は
女
子
優
勝
、
男

子
準
優
勝
で
男
女
と
も
県
大
会
出
場

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

女
子
は
１
区
か
ら
５
区
の
12
・
５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま

し
た
。
１
区
の
吉
野
や
よ
い
さ
ん（
３

年
）
は
快
調
な
滑
り
出
し
で
２
位
で

た
す
き
を
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

先
頭
を
抜
い
て
独
走
。
２
位
と
約
７

秒
差
を
つ
け
て
１
位
を
獲
得
し
、
昨

年
の
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。
３
区

を
務
め
た
新
立
梨
乃
さ
ん
（
２
年
）

は
２
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
７
分
30

秒
で
走
り
抜
き
、
見
事
区
間
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　

男
子
は
山
﨑
幸
彦
さ
ん
（
３
年
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
各
選
手
全
力
を

尽
く
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
惜
し
く

も
２
位
と
な
り
ま
し
た
。
男
子
で
区

間
賞
を
獲
得
し
た
の
は
、
１
区
の
山

﨑
幸
彦
さ
ん
、
２
区
の
寺
床
武
士
さ

ん
（
３
年
）、
４
区
の
田
畑
玲
於
奈

さ
ん
（
３
年
）
で
す
。

　

今
年
の
駅
伝
大
会
は
、
好
成
績
を

残
し
う
れ
し
涙
を
流
す
選
手
が
い
る

一
方
、
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
走
る
こ
と

が
で
き
ず
悔
し
涙
を
流
す
選
手
も
。

こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
次
の
大
会
も

頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

【
掲
載
写
真
】

①
女
子
見
事
１
位
を
獲
得
！
②
区
間

賞
獲
得
者
（
左
か
ら
新
立
さ
ん
、
山

﨑
さ
ん
、
寺
床
さ
ん
、
田
畑
さ
ん
）

③
今
年
も
全
員
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
ま
し
た
。

①

②

③

推進委員第１期目スタート
　県公安委員会から委嘱を受け、桜戸地区の
齋藤誠さんが４月１日付けで推進委員に加わ
りました。推進委員は地域住民に対する交通

▲推進委員１期目とな
る齋藤誠さん

地域の交通を見守り20年
　ボランティアで取り組む「地域交通安全活
動推進委員」の制度開始から20年。９月29日
（木）、推進委員として当初から活動している

▲表彰状を贈られた森下
紀裕さん

安全教育や安全
を確保するため
の推進運動など
に従事します。
現在、水俣署管
轄の推進委員は
６人で、うち本
町出身者はこれ
で２人目となり
ます。

中尾地区の森下
紀裕さんに20年
の永年勤続を称
えて県警から表
彰状が贈られまし
た。これからも
事故のない町づ
くりのためご協力
をお願いします。
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▲代理で受け取った妹・福田ツルヲさん

　10月５日（水）、中尾地区の故福田正任さんへ特旨
叙位・正六位の伝達が行われました。
　福田さんは、町議会議員として８期32年の永きにわ
たり在職され、特に昭和56年からの５年間は議長とし
て円滑な議会運営および地方自治の育成発展に貢献
されました。そのほかにも、森林組合理事としても15
年間在職され、中でも昭和51年６月からの６年間は組
合長として林業の振興にも大きく寄与されました。

生前の功労をたたえ
故福田正任さんへ特旨叙位伝達

ま ち の わ だ い

▲交通安全の呼びかけを行う交通安全母の会

　津奈木町交通安全母の会（婦人会）が10月12日
（水）、「高齢者世帯訪問事業」を行いました。これは、
近年、高齢者事故が増加傾向にあることを受けて実
施されたものです。約１８０世帯を訪問し、交通安
全の啓発活動としてチラシやタオルの配布を行い、
高齢者の方に交通安全について呼びかけました。こ
れから日も短くなるので夜間には反射材をなどを着
用して安全に努めましょう。

高齢者世帯を訪問
交通安全母の会

スポーツの秋です！
福祉スポーツ大会開催

▲ボール入れに悪戦苦闘！

９月30日（金）、改善センターで戦没者追悼式が厳
かに行われました。戦没者３０５柱の英霊をまつり、
その遺族や関係者約２００人が参加。
　式典で西川町長は「過去を振り返り戦争の悲惨さ
を次の世代に語り継ぐと共に、他国との友好関係を
深めて世界平和の確立を目指します。」と式辞で述べ
ました。その後、光陽会による献詠「英霊をとむらう」
がささげられ、参加者により献花が行われました。

これからも平和を願う
津奈木町戦没者追悼式

▲永遠の平和を願い、式辞を述べました

　10月23日（日）、第31回福祉スポーツ大会が開
催されました。この大会は、社会福祉協議会主催で
老人クラブ連合会、母子会、身体障害者互助会、民
生（児童）委員協議会などの参加のもと毎年開催さ
れているものです。
 秋空の下、会員約300人が競技に応援に一生懸命
汗を流しました。結果は母子会と福祉関係者の合同
チームが優勝し、見事２連覇を果たしました。
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〔
次
回
の
笠
〕

○
お
年
玉

○
我
が
家

○
一
笠
一
句
を

　

十
二
月
五
日
（
月
）
迄

　

津
奈
木
町
教
育
委
員
会
へ

草
深
く
繁
る
山
畑
は
ら
わ
む
と

　
　

思
ひ
お
り
し
に
降
り
つ
づ
く
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　

滋
子

十
九
に
て
稼
ぐ
に
縫
い
し
訪
問
着

　
　

傘
十
の
秋
の
風
を
と
お
す
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
本
ツ
ル
ヲ

道
と
化
す
山
田
の
畦
の
夏
水
仙

　
　

い
ま
吾
が
庭
に
夏
を
彩い

ろ

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
田
浦
子

五
万
ト
ン
豪
華
客
船
「
飛
鳥
」
い
ま

　
　

あ
こ
が
れ
乗
せ
て
岸
を
は
な
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
来
道
子

ま
つ
り

　

飲
ん
で
踊
っ
て　

な
る
阿
呆

今
ど
き

　

ケ
イ
タ
イ
持
た
ん　

馬
鹿
の
お
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

達　

生

ま
つ
り

　

ブ
リ
の
太
か
つ　

つ
か
み
ど
り

今
ど
き

　

ま
だ
早
よ
な
い
か　

マ
フ
ラ
ー
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寅
之
助

肥
後
狂
句

短　
　

歌

図書館からのオススメ本
児　童　書

ロングセラー「あらしの
よるに」の世界から生ま
れた絵本。本当に信じら
れる友達が欲しい。戦わ
なくてもいい友達が。「あ
らしのよるに」の主人公、
オオカミのガブの生い立
ちを描いた、感動の絵本！

都内で起きた不可解な殺
人事件。現場に残された
ある手がかりから、次の
現場が超一流ホテル･コル
テシア東京であることが
割り出されたがホテルに
は、次々と怪しげな客た
ちがやってくる…。

東京都大田区にある町工
場の人々が資金繰りに苦
しみながらも、大企業と
張り合いながら自社製品
をロケットに搭載させよ
うと奮闘。様々な困難を
みんなで力を合わせて乗

り越えていく姿に感動！

一　般　書

限りなくピュアな恋愛・友
情物語。爽子はその見た
目や雰囲気などからあだ
名は「貞子」。それ故に友
達らしい友達もいなかっ
たが、分け隔てなく接す
る風早をきっかけに、爽
子の生活は変わっていく。

ま ち の わ だ い

　この 10 月末日をもちまし
て教育委員を退任いたしまし
た。昭和 56 年６月に委員を
拝命してから 30 年余り、町

　「備えよ常に」はボーイスカ
ウトのモットーです。キャンプ
する時は、計画書を基に、準備
物を入念に確認する一方、テン

佐々木　綠 岩﨑　安志退任 新任

各部局や町民各位の温かい支えで無事その役
を終えることができました。その間、教育の
教えと学びの道を勉強させていただきました。
　今後は、心身が健全である限り、生涯学習
の学び手として努力して参りたいと思います。
今後共、皆様方のご指導ご鞭撻をお願いしま
して退任のご挨拶と致します。

ト張り、炊飯、ロープ結び、救護方法等の練習
を懸命にします。大きな大会では、海外からの
スカウトたちも参加するので語学力も必要です。
　津奈木の子どもたちにも上級学校への進学や
社会に出る時の為に、知力、体力を大いに備え
てほしいです。微力ではありますが、そのため
に精一杯のお手伝いをしたいと思います。

津奈木町教育委員退任・新任あいさつ
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今 月 の お し ら せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

募　

集

募　

集

募　

集

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の

実
施

　

今
年
も
11
月
９
日
（
水
）
〜
15

日
（
火
）
ま
で
の
７
日
間
『
消
し
た

は
ず 

決
め
つ
け
な
い
で 

も
う
一
度
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

　

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

　

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

　

を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

　

す
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

　

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

　

体
制
を
つ
く
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
芦
北
広
域
消
防
本
部
予
防
課

　

℡
６
３-

１
１
９
２

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
所
開
設

　

日
常
生
活
で
生
じ
る
身
近
な
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日　

時

　

11
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場　

所

　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

　

ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
班

　

℡
７
８-

３
１
１
１（
内
２
１
４
）

素
敵
な
出
会
い
を
求
め
て

婚
活
ラ
イ
ブ
パ
ー
テ
ィ
ー
in

つ
な
ぎ

　

ゲ
ス
ト
「
英
太
郎
」「
え
み

り
ィ
ー
」
を
招
き
、
食
事
を
し
な

が
ら
男
女
の
交
流
を
深
め
ま
せ
ん

か
。
こ
こ
か
ら
素
敵
な
出
会
い
が

生
ま
れ
る
か
も
。

普
通
救
命
講
習
会
（
再
講
習

含
む
）を
実
施
し
ま
す

●
日　

時

　

11
月
20
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場　

所

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部 

２
階
講
堂

●
対
象
者

　

中
学
生
以
上
20
人
程
度

●
内　

容

　

心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D
取
扱
い
、

そ
の
他
の
応
急
手
当
な
ど
の
実
技

水
俣
病
で
既
に
亡
く
な
ら
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
の
救
済
措
置

　

県
で
は
、
既
に
亡
く
な
ら
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
の
水
俣
病
被
害
者

救
済
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
で
、「
過
去

の
認
定
審
査
会
の
資
料
、
そ
の
他

公
的
な
診
断
に
よ
る
資
料
」
が
あ

り
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
遺
族
の
方
に
チ
ッ
ソ
株
式
会
社

（
支
給
窓
口
は
一
般
財
団
法
人
水

俣
病
被
害
者
救
済
支
援
財
団
）
か

ら
一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
環
境
生
活
部
水
俣
病
保
健
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-
２
３
０
６

は
、
第
５
回
目
の
市
民
懇
話
会
を
開

催
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療

に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る
方
、
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
に
ご
意
見
の
あ
る

方
、
過
去
４
回
の
懇
話
会
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
自
由
な
発
想
で
幅

広
い
意
見
交
換
を
目
指
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

●
日　

時

　

11
月
29
日
（
火
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時

●
場　

所

　

水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー

　

３
階
も
や
い
ホ
ー
ル

●
基
調
講
話

　

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

院
長
ほ
か
、
質
疑
応
答
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課

　

℡
６
３-

２
１
０
１（
内
５
８
２
）

地
域
医
療
に
つ
い
て
坂
本
院

長
と
語
ろ
う
！

　

水
俣
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で

動
物
愛
護
祭
を
開
催
し
ま
す

●
日　

時

　

11
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時

●
場　

所

　

き
ず
な
の
里
（
も
や
い
祭
り
会

場
内
）

●
催
し
物
な
ど

１
．
子
犬
募
集
中
！

●
申
込
期
間

　

11
月
７
日
（
月
）
〜
14
日
（
月
）

※
申
込
書
は
水
俣
消
防
署
、
芦
北

消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
芦
北
広
域
消
防
本
部
警
防
課

　

℡
６
３-

１
１
９
１

　

子
犬
を
譲
り
た
い
方
は
水
俣
保

健
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２
．
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

午
前
11
時
開
始　

※
雨
天
決
行

　

会
場
の
都
合
上
ペ
ッ
ト
の
同
伴
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
参
加
さ
れ
る
方

は
水
俣
保
健
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

３
．
子
犬
の
譲
渡

　

午
前
10
時
受
付
開
始

　

子
犬
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず

「
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」
を
受
講
し

て
下
さ
い
。

４
．
動
物
愛
護
図
画
作
品
の
展
示
・

表
彰

５
．
ペ
ッ
ト
の
健
康
・
飼
育
相
談

●
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
保
健
所
衛
生
環
境
課

　

℡
６
３-

４
１
０
１
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問い合わせ先 八代年金事務所 ℡0965-35-6143 ・ 住民課住民班 ℡78-3113（内115）

年金TOPICS

　国民年金保険料の免除などの承認を受け
た期間は、10年前までさかのぼって収め
ること（追納）ができます。保険料を追納
すると受け取る年金額を満額に近づけるこ
とができます。
　なお、保険料の免除や若年者納付猶予、
学生特例を受けた年度から起算して３年度
目以降に保険料を納付する場合には、承認
を受けた当時の保険料額に経過期間に応じ
た加算額が上乗せされます。平成23年度
に追納する場合の金額は次のとおりです。

国民年金保険料を追納しませんか？

出張年金相談（予約制：0965-35-6123）
（年金事務所の職員が相談をお受けします）

11/10(木)水俣市もやい館、11/11(金)芦北町役場

承認を受けた
月の年度

追納額（１ヶ月分）
全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

平成 13年 15,350 円 - - -
平成 14年 14,760 円 - 7,380 円 -
平成 15年 14,540 円 - 7,270 円 -
平成 16年 14,340 円 - 7,170 円 -
平成 17年 14,380 円 - 7,190 円 -
平成 18年 14,440 円 10,830 円 7,220 円 3,610 円 
平成 19年 14,470 円 10,840 円 7,230 円 3,610 円 
平成 20年 14,580 円 10,940 円 7,290 円 3,640 円 
平成 21年 14,660 円 10,990 円 7,330 円 3,660 円 
平成 22年 15,100 円 11,320 円 7,550 円 3,770 円 

今 月 の お し ら せ

●
日　

時

　

11
月
27
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所

　

改
善
セ
ン
タ
ー

●
参
加
人
数

　

男
女
各
50
人
程
度

●
対　

象

・
男
性:

芦
北
、
津
奈
木
、
水
俣
在

住
で
20
歳
以
上
の
独
身
者

・
女
性:

県
内
在
住
で
20
歳
以
上
の

独
身
者

・
参
加
者
の
紹
介
者
や
付
添
人
の

参
加
も
可
（
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
役
）

●
参
加
費

　

男
性
４
０
０
０
円
、
女
性
２
０
０

０
円
（
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
役
も
同
額
）

●
申
込
方
法

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込

書
に
記
入
の
上
、
免
許
証
の
コ
ピ
ー

を
添
え
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
日

　

11
月
11
日
（
金
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
津
奈
木
基
幹
支
所

　

〒
８
６
９-

５
６
０
４

　

熊
本
県
葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字

小
津
奈
木
２
１
１
４-

１
５

　

℡
７
８-

３
１
２
１

　

FAX
７
８-

４
２
４
１

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
あ
な
た

の
ひ
と
こ
と
」
募
集
！

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
人
権

を
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
て
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
人
権
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
優
秀

作
品
に
つ
い
て
は
表
彰
を
行
う
と
と

も
に
、
１
万
円
程
度
の
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。
ま
た
、
優
秀
作
品
は
今

後
の
啓
発
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

　

人
権
啓
発
に
関
す
る
こ
と
ば
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
50
字
以
内
）

●
募
集
締
切
日

・
学
校
、
企
業
、
団
体
な
ど
で
ま
と

め
て
応
募
さ
れ
る
場
合

　

11
月
30
日
（
水
）（
必
着
）

・
個
人
で
応
募
さ
れ
る
場
合

　

12
月
13
日
（
火
）（
必
着
）

●
応
募
方
法

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
お
よ
び
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、
年
齢
を

明
記
の
上
、
次
の
あ
て
先
ま
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

【
応　

募　

先
】

　

〒
８
６
２-

８
５
７
０

　

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

　

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
係

自
衛
官（
高
等
工
科
学
校
生
徒
）

募
集
！

　

特
別
職
国
家
公
務
員
と
し
て
生

徒
手
当
を
受
け
な
が
ら
高
等
学
校

卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

●
受
付
期
限

　

平
成
24
年
１
月
６
日
（
金
）

　

※
推
薦
は
12
月
16
日
（
金
）
ま
で

●
応
募
資
格

　

中
学
卒
業
の
男
子
（
見
込
み
含

む
17
歳
未
満
）

●
試
験
日

　

平
成
24
年
１
月
14
日
（
土
）

　

※
推
薦
は
平
成
24
年
１
月
７
日

（
土
）
〜
９
日
（
月
）
ま
で
の
指
定

す
る
１
日

●
試
験
会
場

　

熊
本
県
青
年
会
館

　

※
推
薦
は
高
等
工
科
学
校

●
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
水
俣
地
域
事
務
所

　

℡
６
３-

５
８
６
３

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.ku
m
am
o
to
.

jp/site.jinken/

●
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
９
９
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名称 募集期限 口座情報 口座名義

 社会福祉法人
 和歌山県共同
 募金会

和歌山県平成２３年
台風１２号災害義援金 12月 8日

紀陽銀行　本店
普通預金　２０９７７１８

 社会福祉法人
 和歌山県共同募金会

和歌山県信用農業協同組合連合会
本所　普通預金　０００３５７２

 和歌山県共同募金会
 災害用

ゆうちょ銀行
００９９０－８－１１３０

 和歌山県共同募金会
 台風１２号災害

 日本赤十字社
 和歌山県支部

和歌山県平成２３年
台風１２号災害義援金 12月 8日 ゆうちょ銀行・郵便局

００９６０－５－１１２９
 日本赤十字社和歌山県支部
 台風１２号災害義援金

　共同募金会や日本赤十字社では、台風 12号により被災
された方々を支援するため、下記のとおり義援金の募集を
行います。お寄せいただいた義援金は、義援金配分委員会
で取りまとめ、被災対象地域に配分される予定です。
　みなさまのご協力をよろしくお願いします。

■義援金の受付口座

各 種 義 援 金 の 受 付
■問い合わせ先
　津奈木町社会福祉協議会　℡６１-２９４０

　家畜伝染病予防法が平成 23年４月４日
に改正され、それに伴い小規模家畜の定期
報告書の提出が義務付けられることとなり
ました。つきましては、次の日程で手続き
をされるようご協力をお願いします。
■手続期間
　11月 14日（月）・15日（火）
■報告内容
　　家畜の種類・頭羽数

　男性の家事への参加と男女共同参画への
理解を深めることを目的として料理教室を
開催します。
　青年部の坂口信行さんや石井陽一さんを
はじめとする男女共同参画推進委員と一緒
に楽しく料理しませんか？
■日　時
　11月 26日（土）
　午後６時～午後９時
■場　所
　改善センター調理室

男性のための料理教室参加者募集
■対象
　成人以上の男性（先着20人程度）
■内　容
　簡単にできる料理を作り、食事します。
■持参物
　エプロン、三角巾またはバンダナ
■申込方法
　必須事項（氏名・連絡先）を電話または
ＦＡＸにてお知らせください。
■申込期限
　11月 18日（金）

■問い合わせ先　総務課総務班
　℡７８－３１１１（内２１４） FAX７８－３１１６

小規模家畜の定期報告書義務化
■問い合わせ先
　振興課自立振興班　℡７８-３１１２（内２２５）

■対象者
　牛・馬１頭以下、羊・いのしし・豚５頭
以下、鶏・うずら・七面鳥・きじ99羽以下、
ダチョウ９羽以下（インコなどペットは対
象外）のいずれかを飼育している方。
■その他
　当日は必ず印鑑をお持ち下さい。
※上記期間で報告できない場合はご連絡く
ださい。
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11月行事カレンダー

　以上の方から金一封をご寄附いただきました。
ご意思に添い有効に活用させていただきます。ま
た、故人のご冥福を心からお祈り申し上げます。

地 区 名 喪主（届出人） 故　人
古 中 尾 永里　康行 馨
中 　 尾 農添　裕介 伸也
町 　 中 澤田　シヅヲ 勇
倉 　 谷 谷村　クミ 行雄

1 火

2 水 キラキラ☆クラブ・母子健康手帳 10:00～【改善センター】

3 木 赤崎将軍神社大祭　13：00～【日羅将軍神社】

4 金 総合健診・複合健診【町内 3会場】(～ 8日まで )

5 土

6 日

7 月

8 火 平国天子宮大祭相撲　12：00～【平国天子宮】

9 水 秋季全国火災予防運動（～ 15日まで）

10 木

11 金

12 土 つなぎふれあい祭り　9：00～【総合グラウンド】

13 日 つなぎふれあい祭り　9：00～【総合グラウンド】
つなぎブロンズマラソン大会　

14 月

15 火

16 水 キラキラ☆クラブ・母子健康手帳 10:00～【改善センター】

17 木 1 歳 6か月児健診 13:00 ～【改善センター】

18 金

19 土 DOYO組コンサート 13:30 ～【文化センター】

20 日 津奈木中学校文化祭 8:40 ～【文化センター】

21 月

22 火 4 か月児健診 13:00 ～【水俣市保健センター】

23 水

24 木 3 歳 6か月児健診 12:30 ～【水俣市保健センター】

25 金

26 土 男性のための料理教室 18:00～【改善センター調理室】

27 日 婚活ライブパーティー inつなぎ 10:00～【改善センター】
第4回薩摩街道歴史ふれあいウォーク

28 月

29 火

30 水

（敬称略）ご寄附・ご芳志お礼

●香典返し

社会福祉協議会へ

今月の表紙

　毎年恒例の町民体
育祭陸上競技大会。雲
ひとつない晴天の中、
開催されました。写真
は小学生リレーでの
平国下地区と日添地
区とのデッドヒート。
みんな必死な様子が
伝わってきました。

町民体育祭陸上競技大会にて

児童書
　コクリコ坂から／高橋千鶴
　宇宙の迷路／香川元太郎
　おばけのしゅくだい／むらいかよ
　やっぱりきらいじゃないよ／小林深雪　ほか

一般書
　うちの３姉妹⑯／松本ぷりっつ
　ジェノサイド／高野和明
　犯罪小説家／雫井脩介
　密売人／佐々木譲　ほか

図書館ではリクエス
ト等も随時受け付け
ておりますのでぜひ

ご利用ください。

津奈木町図書館
平日：午前８時30分～午後5時
土日祝日：午前10時～午後5時
毎週月曜日休館

図書紹介

人　口 ５，２４７人 （-７人） ●出生…　２人

男 ２，４６２人 （-５人） ●死亡…　７人

女 ２，７８５人 （-２人） ●転入…１１人

世 帯 数 ２，０２４戸 （-２戸） ●転出…１３人
※ () 内増減は前月比

町の人口と世帯数
平成23年10月１日現在

新 着
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い
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思
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舞

台
で
太
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叩
き
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周
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俣
の
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嬉
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面
、
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ら

れ
て
い
る
と
思
う
と
恥
ず

か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。　
　
　
（taka

）

　津奈木町が４月から取り組んでいる住民
参画型現代美術プロジェクト「ＡＫＡＳＡ
ＫＩ海想日誌」でファシリテーターを務め
る熊本市出身の彫刻家、今田淳子さんの展
覧会です。津奈木町での活動からヒントを
得た作品などを織り交ぜ、「生」と「死」が
たたずむ「いのちのかたちと空間」を構成し、
今田さんの挑戦の軌跡を紹介します。

■会　期　11月 27日（日）まで
■観覧料　一　般　300 円
　　　　　高大生　200 円
　　　　　小中生　100 円
■主　催　つなぎ美術館
■助　成　（財）水俣・芦北地域振興財団

記念講演会
「アーティストに力を与える者と物」

■日　時　11月６日（日）
　　　　　午後２時～午後３時
■場　所　つなぎ美術館多目的ホール
■講　師　南

みなみしま
 嶌  宏（女子美術大学教授）

■料　金　観覧料のみ
■定　員　先着 50人

パパ 成二さん　ママ 美咲さん

●赤ちゃん ●こんにちは!!
●

長
ながみち

道　咲
さら

羅ちゃん（１歳）
元気な赤ちゃん大募集 !!
赤ちゃんこんにちは！！に掲載を希望する方を募集します。
役場総務課にある応募用紙に記入の上、写真を添えてお申し込みください。
■申込・問い合わせ先
　総務課企画財政班　℡７８-３１１１（内２１９）

中尾地区

いつもパパと遊んでくれてありがとう。
元気に育ってね。

パパから一言

つなぎ美術館 Information TEL61-2222　FAX61-2223
営業時間：午前10時～午後５時
休 館 日：毎週水曜日

今 田 淳 子 展
い の ち の
か た ち と
空 間


